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平成28年1月26日 

（一社）神奈川県建築士会 防災委員会                       記録：内田幸夫 

平成27年度 第5回 防災委員会 議事録 

場所 建築士会 会議室 

日時 平成28年1月26日（火）午後6時～8時 

出席者 防災委員会：東・（長井）・雨森・高戸・内田・山室・（村松）・丹治 ・遠藤・大橋・滝口 

事務局：中川                                   （  ）内は欠席 

□ 常任理事挨拶 

＊常任理事会（1/18）理事会（1/25）について 

  ・賀詞交歓会にて、司会を務める。159名の参加者があったと報告。 

  ・全国大会の表彰者の選考の見直しを検討中との報告。 

     ・会員増強について、Ｈ２７年度内での退会者や休会者が多く、実質の会員数は、2700 名程しかいな

い、来年度は、3000名を目標に、会員増強を行います。賛助会員も少ないので、増やしたい。 

＊士業連絡協議会活動（1/17）他 

  ・防災マザーズカフェの企画（こどもの未来はわたしたちが作るー学ぶ・知る・体験）に参加 

スマートウェルネス体感パビリオンにて、よろず相談を弁護士と組んで行った。 

   その中で、子どもたちへクイズを行い、士業を知ってもらう試みをした。 

＊企画案内 

 ・1月30日 千葉県女性委員会主催の「クロスロードゲーム」に参加予定（東・遠藤・雨森） 

＊企画案について 

 ・意見交換会（千葉建築士会）について、雨森より企画書にて説明。 

 ・外部講師による講習について、雨森より企画書にて説明。 

  福島県郡山市 被災地の現状と取り組みについて 

  4月1日（金） 横浜市開港記念会館 7号室 18：00～20：00 

     参加費を500円→700円に変更。 

 □ 委員長挨拶 

   ＊来期新規企画として「HUG」の他に、防災減災に関わる新規ゲームについて検討 

・防災塾だるま 白田さんと1月8日建築士会にて懇談 東、雨森、長井が参加したとの報告。 

「DIG」について説明。 

  DIGは地域の特性が必要であり、実施が難しい。 

「クロスロードゲーム」について説明。 

  震災前に心がける内容が多くある。30日のクロスロードゲームに参加し、体験してくる予定。 

   ＊1月16日 海老名市講演会 平成27年度海老名市防災講演会に、東・滝口が出席。 

          講師：大槌町町長 平野 公三氏 

             精神的な立ち直りが厳しいように感じた。 

   ＊1月17日 茅ヶ崎市防災フェアーに東・滝口・丹治が出席。 

         市内松林地区を舞台にした防災の取組について説明。 

             中学生を仲間に入れて考えさせる。中学生の柔らかい視点での発想は面白かった。 

    □ 委員、支部近況等の報告 

      ＊県央支部 大和街並みハイキング 

・1月19日 大和まちあるき 白井晟一設計住宅等を見学した。 

・5市1町あるので、手始めに大和近辺歩きを試みた。14名の参加者があった。（東、遠藤が参加） 

   ＊相模原支部 創立50周年記念事業について 

    ・3月6日 相模大野 ユニコムプラザ 2月号の会報誌に掲載予定。 

   ＊小田原支部  

    ・1月22日 耐震改修の現場見学を行ったと滝口より報告。（小田原城天守閣 只今、休館中） 
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   ＊中支部 

    ・1月に街歩きを行ったと滝口より報告。 

   ＊湘南支部 

    ・1月29日に新年交流会の予定。 

   ＊県庁職域支部 

    ・2月2日に施設見学会の予定（神奈川県県央方面特別支援学校） 

 

 □ コラボセミナーについて 

＊日時 3月19日 １3：00 受付開始 13：30 ゲーム開始 から 17：00 

 場所 ソレイユさがみ セミナールーム１ 

 住所 相模原市緑区橋本6-2-1 シティ・プラザはしもと内 

・防災委員会として東、長井、遠藤の三人を担当とする。内ファシリテータ 東、長井、雨森 

 6グループくらいで40名～50名を想定している。今後、各支部でやっていく予定。 

 女性委員会より、防災委員会の参加者が少ないので、もっと出てほしいと依頼されている。 

 

□ 議 題      

＊前回議事録の確認 

＊SALON 76号について 

   ・防災が3ページ担当し、高戸が作成した。内容をキャラバン隊の報告、県の被災住宅再建支援マニュア 

と講演会の感想に変更し、防災連絡網はホームページ等にあるので削除した。 

   ＊H28年度事業計画書および予算書について、説明。 

 ・各支部と行政の交流が追加された。 

・予備費5000円が追加された。 

 

＊県市町村 防災関連所轄一覧表について 

  ・担当支部の空欄を埋めて頂くよう指示。HPにUP予定。 

  ・今後支部内の行政とどのようにコミュニケーションを取っていくか？ 

  ・各支部と行政との交流が不可欠である。各支部で取り掛かりを作っていただきたい。 

・各市町村が士会に求める役割などについて、アンケートを実施してはどうか？ 

     ・相模原でアンケートを行ったが、まだ早いのではないか？ 

先に行って説明をしてからアンケートをした方が良い。 

 

＊各市町村への配布パンフレットの作成、災害時活動の意見交換の実施について 

  ・各支部で取り掛かりを付けて頂きたい。 

  ・4月に担当が変わるので、マニュアルを早く作成し、今年度中に各市に回った方が良い。 

   あくまでも、被災住宅再建支援の担当部署をピックアップする。 

・他県との意見交換会を被災経験県の建築士会と行うか 

・キャラバン隊研修会企画なし（横浜支部担当 長井） 

・HPの更新（2月予定） 

   アクセス数を調べてみてはどうかと提案があった。 

           （HP依頼している脇元に確認） 

 

  

      ・次回の委員会の予定 ・平成28年 3月 

      見学会とリンクするので、未定。1月30日に話し合いをしてから何時か、案をあげる予定。  


